
超党派議員連盟設立
新型コロナウイルス対策に

　

厚
労
省
が
掲
示
し
て
い
る
次
亜
塩
素

酸
水
溶
液
の
使
用
上
の
注
意
の
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
は
、以
下
の
点
に
重
要

な
誤
り
が
あ
り
積
極
的
な
除
菌
の
取
り

組
み
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｆ
Ｋ
は

表
記
の
根
拠
と
な
っ
た
試
験
結
果
の
開

示
と
と
も
に
修
正
を
求
め
ま
す
。

厚
労
省
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
の
間
違
い

ヒタヒタに濡らす必要
はありません。
アルコールと同じよう
に少量の噴霧で十分
です。

20秒も時間をおく必
要はありません。
詳しくはホームページ
の実験動画をご覧く
ださい。

空間噴霧に関して
は、様々な実験エ
ビデンスで安全性
が実証されていま
す。詳しくは次亜塩
素酸水溶液普及促
進会議ホームペー
ジをご覧ください。

２０２１年5月現在
まだ修正されてい
ません。

次亜塩素酸水溶液は
医薬品ではないた
め、薬機法の規制上、
製品に手指や人体に
有効という表記は出
来ませんが手指の除
菌にも使えることは
事実です。現実的な
感染対策のために薬
機法の特例措置を求
めます。

TEL : 011-757-6317 info@jia-jp.net

新型コロナウイルスに次亜塩素酸水溶液が有効新型コロナウイルスに次亜塩素酸水溶液が有効と
経済産業省・NITEが確認しました。 www.nite.go.jp/　ナイト　次亜塩素酸水　検索

次亜塩素酸水溶液は人体に安全で無害な除菌・消臭液です。
次亜塩素酸水溶液は空間噴霧が可能な除菌・消臭液です。

次亜塩素酸水溶液普及促進会議　　検　索詳しくはホームページをご覧ください。

空間除菌の効果・安全性、国内事例・海外事例についてはホームページ
「コンテンツ・除菌事例」をご覧ください。　検索→次亜塩素酸水溶液普及促進会議

やれる事はまだある!
ー 空間除菌で感染防止対策を ー
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
変
異

種
の
猛
威
の
下
で
緊
急
事
態
が

発
出
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、５

月
12
日
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

大
会
議
室
で「
感
染
対
策
を
資

材
と
方
法
か
ら
考
え
る
超
党
派

議
員
連
盟
」が
設
立
さ
れ
た
。

　

昨
年
12 

月
20 

日
に
参
議
院 

議
員
会
館
で
開
か
れ
た
感
染 

防
止
の
勉
強
会
を
き
っ
か
け 

に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を「
除
菌
」で
予
防
し
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、２ 

月 

27
日 

に 

は 

自 

民 

党 

片

山
さ
つ
き
議
員
を
呼
び
か
け
人

代
表
に「
感
染
予
防
を
資
材
と

方
法
か
ら
考
え
る
超
党
派
議
員

連
盟
」の
発
起
人
会
が
開
催
さ

れ
本
日
の
総
会
の
運
び
と
な
っ

た
。

　

呼
び
か
け
人
に
は【
自
民
党
】

片
山
さ
つ
き
、伊
東
良
孝
、門
博

文
、北
村
誠
吾
、馳
浩
、宮
本
周

治
、和
田
政
宗
、西
田
昌
司
。【
公

明
党
】里
見
隆
治
、伊
佐
進
一
、

三
浦
信
祐
、【
立
憲
民
主
党
】生

方
幸
夫
、逢
坂
誠 

二
、中
谷
一

馬
、川
田
龍 

平
、【
日
本
維
新
の

会
】 

石
井
苗
子
、鈴
木
宗
男 

の

17 

名 

の 

議
員
が
名
を
連
ね
、

５
月
７
日
現
在
で
は
約
50
名
の

議
員
が
参
加
申
し
込
み
を
届
け

出
て
い
る
。

　

議
連
の
目
的
は「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
へ
の
脅
威
に

対
し
、経
済
的
損
失
を
最
小
限

に
と
ど
め
、よ
り
安
全
で
効
果

的
な
感
染
予
防
対
策
の
方
法
が

な
い
か
、あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら

検
証
し
具
体
的
な
提
言
を
ま
と

め
る
こ
と
を
目
指
す
」も
の
で
、

用
に
よ
っ
て
感
染
拡
大
を
防

止
し
て
い
く
政
策
論
議
と
実

践
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

議
連
総
会
参
加
者
は
以
下

の
と
お
り(

５
月
10
日
現
在)

【
自
民
党
】片
山
さ
つ
き
、伊
東

良
孝
、門
博
文
、北
村
誠
吾
、馳

浩
、宮
本
周
治
、和
田
政
宗
、西

田
昌
司
、深
澤
陽
一
、逢
沢
一

郎
、青
山
周
平
、上
野
宏
史
、大

西
宏
幸
、神
谷
昇
、城
内
実
、櫻

田
義
孝
、左
藤
章
、野
田
毅
、船

橋
利
実
、山
田
賢
司
、宮
下
一

郎
、加
田
裕
之
、高
橋
は
る
み
、

冨
岡
勉
。【
公
明
党
】里
見
隆

治
、伊
佐
進
一
、三
浦
信
祐
、伊

藤
孝
江
、佐
々
木
さ
や
か
、塩

田
博
昭
、竹
内
真
二
、安
江
伸

夫
、伊
佐
進
一
、三
浦
信
祐
。

【
立
憲
民
主
党
】生
方
幸
夫
、逢

坂
誠 

二
、中
谷
一
馬
、川
田
龍

平
、池
田
真
紀
、本
多
平
直
、道

下
大
樹
、山
崎
誠
、長
尾
秀
樹
。

【
日
本
維
新
の
会
】 

石
井
苗

子
、鈴
木
宗
男
、東
徹
。 【
国
民

民
主
党
】岸
本
周
平
。【
無
所

属
】松
本
純
、増
子
輝
彦
。

　

当
日
は
総
会
後
に
記
者
会

見
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

感
染
拡
大
で
目
下
脅
威
と

な
っ
て
い
る
の
は
、従
来
型
ウ

イ
ル
ス
よ
り
も
感
染
力
が
強
く

危
険
度
が
増
し
て
い
る
と
い
う

変
異
種
。し
か
し
な
が
ら
我
が

国
の
感
染
対
策
は
、３
密
回
避

に
行
動
の
自
粛
。ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、マ
ス
ク
着
用
と
一
年
前

と
同
じ
取
り
組
み
が
繰
り
返
さ

れ
、行
政
側
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は

行
動
自
粛
一
色
で
地
域
経
済
に

も
危
機
的
な
影
響
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、生
活
環
境
を
空

間
除
菌
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
リ

ス
ク
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
場
と

す
る
こ
と
で
通
常
通
り
の
社
会

活
動
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
の

が
、今
回
誕
生
し
た
日
本
除
菌

連
合（
Ｊ
Ｊ
Ｕ
）の
活
動
指
針

だ
。

　

昨
年
６
月
政
府
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
の
効
果
を

発
表
し
た
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

に
よ
る
除
菌
に
関
し
て
は
、全

国
の
高
齢
者
施
設
、病
院
、学

校
、保
育
所
な
ど
で
広
く
活
用

さ
れ
、昨
年
11
月
に
国
立
代
々

木
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
体
操

の
国
際
大
会
な
ど
で
も
空
間
噴

霧
機
器
が
導
入
さ
れ
た
。ま
た

離
島
で
の
大
規
模
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
と
い
う
危
機
的
状
況
に

陥
っ
た
北
海
道
奥
尻
町
へ
は
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
取
り
組
み
と
し
て
延

べ
11
ト
ン
に
及
ぶ
次
亜
塩
素
酸

水
溶
液
と
生
成
パ
ウ
ダ
ー
、お

よ
そ
１
８
０
台
も
の
超
音
波
霧

化
器
・
高
圧
噴
霧
器
が
寄
贈
さ

れ
島
の
感
染
は
終
息
し
た
。

　
「
や
れ
る
事
は
ま
だ
あ
る
」

と
、一
般
社
団
法
人
次
亜
塩
素

酸
水
溶
液
普
及
促
進
会
議
が
業

界
団
体
の
枠
を
超
え
、「
コ
ロ
ナ

不
活
化
」に
取
り
組
む
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
と
の
大
同
団
結
を

呼
び
か
け
た
の
が
日
本
除
菌
連

合
。趣
旨
に
賛
同
す
る
業
界
を

併
せ
る
と
す
で
に
２
０
０
０
０

社
を
超
え
る
と
い
う
。

　

４
月
22
日
、東
京
で
催
さ
れ

た
除
菌
連
合
の
設
立
総
会
で
越

智
代
表
は
、「
感
染
防
止
を
資
材

と
方
法
か
ら
考
え
る
超
党
派
議

員
連
盟
」の
活
動
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
考
え
を
示
す

と
と
も
に
、次
亜
塩
素
酸
水
、光

触
媒
、紫
外
線
、オ
ゾ
ン
な
ど
日

本
中
の
最
新
技
術
を
結
集
し
、

感
染
対
策
を
進
め
て
い
く
考
え

を
表
明
。来
賓
と
し
て
出
席
し

た
超
党
派
議
連
・
発
起
人
代
表

の
片
山
さ
つ
き
議
員
は「
我
が

国
の
技
術
は
捨
て
た
も
の
で
は

な
い
。国
力
を
あ
げ
て
皆
様
の

努
力
を
必
ず
実
る
形
に
し
、普

通
の
生
活
、普
通
の
経
済
活
動

の
回
帰
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
、除
菌
連

合
へ
の
期
待
と
支
援
の
意
向
を

示
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
蝶
野
正
洋
氏
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
上
映
さ
れ
、同
氏
が
除

菌
連
合
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就

任
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
設
立
総
会
で
除
菌
連
合

は
、次
の
６
項
目
の
ア
ピ
ー
ル

を
発
表
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
、室
内
環

境
か
ら
ウ
イ
ル
ス
や
菌
を
除
く

「
空
間
除
菌
」の
取
り
組
み
を
政

府
の
感
染
症
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、国
民
に

広
め
る
こ
と
。

■
感
染
症
対
策
に
有
効
な
除
菌

資
材
や
空
間
除
菌
機
器
普
及
の

た
め
に
、国
自
ら
が
研
究
を
進

め
、非
科
学
的
な
規
制
や
誤
っ

た
通
達
を
撤
回
す
る
と
と
も

に
、正
し
い
情
報
を
啓
発
す
る

こ
と
で
感
染
症
対
策
と
し
て
国

民
が
そ
れ
ら
を
安
心
し
て
使
え

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

■
具
体
的
な「
空
間
除
菌
」ア
ク

シ
ョ
ン
に
よ
り
感
染
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
た
飲
食
、観
光
等
の

事
業
者
に
つ
い
て
は
一
律
の
自

粛
・
規
制
対
象
か
ら
外
す
こ
と

で
自
立
的
経
済
活
動
を
復
活
さ

せ
、除
菌
に
よ
る
経
済
復
活
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
こ

と
。

■
日
本
が
世
界
で
最
高
水
準
の

除
菌
活
動
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」開

催
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。

■
こ
れ
ら
の
具
体
化
の
た
め

に
、政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
専
門
家
会
議
に
除
菌

に
つ
い
て
深
い
専
門
的
知
見
と

実
績
を
持
つ
専
門
家
と
業
界
代

表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
。

■
国
内
の
感
染
拡
大
を
早
期
に

収
束
さ
せ
る
と
と
も
に
日
本
の

除
菌
技
術
を
世
界
に
広
め
る
た

め
に
、科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の

研
究
や
技
術
開
発
へ
の
支
援
、

産
業
支
援
と
し
て
の
政
府
支
援

を
行
な
う
こ
と
。

　

感
染
拡
大
防
止
に
待
っ
た
な

し
の
状
況
下
、超
党
派
議
連
と

日
本
除
菌
連
合
の
活
動
に
期
待

が
集
ま
っ
て
い
る
。

日本除菌連合
Japan Jokin Union

JJU

日
本
除
菌
連
合
設
立

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
本
を
救
う
」除
菌
業
界
が
大
同
団
結

議
連
に
協
力
し
除
菌
対
策
を
国
に
提
言

感
染
対
策
を
資
材
と
方
法
か
ら
考
え
る

超
党
派
議
員
連
盟
に
結
集
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ムジー・ワールド , 株式会社ジア , 株式会社ハヤブサ技研 , 株式会社マグマスパジャパン , 株式会社マルエム商会　東京支店 , 株式会社ワン・トゥ・ワン , 株式会社環境コマース , 株式会社環境技研 , 森友通商株式会
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団法人日本錯体ナノコロイド協会 , 岩崎電気株式会社 ,ＣＯ２システムズ株式会社 , 株式会社エヌ・アイ・シー , 株式会社ダイカン , 株式会社ダン・タクマ , 株式会社クリスタル技研 , 株式会社ソーシャルアンドリレー
ションズ , 水橋保寿堂製薬株式会社 , 株式会社サクセス化成 , 株式会社日本農産 , コトヒラ工業株式会社 , 株式会社ケイエスシー , 株式会社星光技研 , 明和工業株式会社 , 有限会社丸井伊藤商店 , ワーウォ技研販売株
式会社 , 株式会社プロス , 株式会社若杉エンタープライズ , 株式会社インス , 株式会社ラジカルラボ , 株式会社ラングローブ , 株式会社日本除菌消臭化計画 , 福ネット株式会社 , 栄新薬株式会社 , 株式会社 シバタ , 株

式会社ピーステック,株式会社キセキ,株式会社宮川商店,エービーシーエンジニアリング株式会社,ジャパンメディカルリンク株式会社,一般社団法人環境技術普及機構,株式会社　すまいるぴーぷる,株式会社ESCO,株式会社SRSクリーンサー
ビス , 株式会社ＴＰＡ, 株式会社ｱﾏｰｸ・ﾄｯﾌﾟﾊﾟﾌｫｰﾏｰｴｰｼﾞｪﾝﾄ, 株式会社エー・シー・エス , 株式会社エーアイビー , 株式会社クリーンテック , 株式会社ゼロシス , 株式会社メニ・テック , 株式会社トラスト化学 , 株式会社関西シニア住宅協会 , 株式
会社三優開発研究所 , 株式会社万立 , 寺本商事株式会社 , 有限会社レオン・インターナショナル , 有限会社藤川樹脂 , アゲハ産業株式会社 , 阪神金属興業株式会社 , 株式会社アオキ , カルテック株式会社 , 日動工業株式会社 ,RED 株式会社 , 株式会
社 Re・工房 , 株式会社アールラボ , 株式会社オーケンウォーター , 株式会社ハーテック , 光和管財株式会社 , 富士ブレード株式会社 , 株式会社センターバレイ , 株式会社エヌ・シー , 新時代化学株式会社 , 有限会社谷本エンヂニアリング , 株式会
社エイチ・エス・ピー , 株式会社テクノ見附 , 株式会社新見ソーラーカンパニー , 合同会社ワーウォ技術研究所 , 株式会社メディシン , ネストリング株式会社 , 株式会社藤井産業 , プーキートレーディング株式会社 , 株式会社OA. システムシャー
プ , 高木薬品株式会社 , イツモスマイル株式会社 , 株式会社HSP- テクノ , 株式会社エネファス , 株式会社 CONNECT, 熊本医療ガス株式会社 ,ＴＰＡ鹿児島 , 沖縄北谷自然海塩株式会社 , 株式会社スマイルプラネット , 株式会社トラオム , 株式会社
トップラン , 旅亭リゾート株式会社 ,全国化粧品日用品卸連合会（265社）（順不同） 

日本除菌連合加盟企業・団体415社（2021年 4月30日現在）

厚労省は国会答弁でも以下の誤ったポスターとWHOがその根拠を否定している「空間噴霧はお勧
めしない」という通達を修正していません。それによって全国の保健所や消費者センター、メディ
アに誤った認識が広がり、自治体、医療機関、高齢者施設、学校、イベント開催、ワクチン接種場
などで本来とるべき除菌行動が取られずに感染リスクを高めています。一般社団法人次亜塩素酸水
溶液普及促進会議は、厚労省に誤ったポスターと根拠のない曖昧な通達の撤回を求めています。

挨拶でエールを送った片山さつき議員

日本除菌連合アンバサダー蝶野正洋氏



やれることはまだある！
次
亜
塩
素
酸
が
実
現
す
る
安
全・安
心
空
間

避
難
所
の
除
菌
対
策

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
除
菌
対
策

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が

経
ち
ま
し
た
。あ
の
日
あ
の
時
間

に
何
を
し
て
い
た
か
皆
様
鮮
明

な
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。テ

レ
ビ
で
日
本
中
が
観
た
東
日
本

大
震
災
の
あ
の
日
の
映
像
。

　

も
し
こ
の
時
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
爆
発
し
て
い

た
ら
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
か
。

　

当
然
み
な
さ
ま
の
頭
に
浮
か

ん
で
い
る
は
ず
で
す
が
、避
難
所

で
も
病
院
で
も
高
齢
者
施
設
で

も
学
校
で
も
被
災
と
混
乱
の
中

で
濃
厚
接
触
者
が
住
民
の
半
数

を
占
め
る
よ
う
な
事
態
と
な
り
、

け
が
人
を
収
容
し
て
い
る
病
院

で
感
染
者
が
廊
下
に
転
が
っ
て

い
る
よ
う
な
地
獄
絵
図
が
現
れ

ま
す
。

　

医
療
機
関
の
崩
壊
と
は
そ
う

い
う
事
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

10
年
前
の
あ
の
と
き
に
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
あ
り

ま
し
た
。今
回
は
治
療
法
す
ら
見

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
北
海
道

東
方
沖
地
震
も
数
十
メ
ー
ト
ル

級
の
津
波
も
あ
る
日
突
然
や
っ

て
く
る
の
が
自
然
災
害
で
す
。ワ

ク
チ
ン
接
種
の
終
了
を
自
然
は

待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、地
震
や
津
波
は
防
げ

な
く
て
も
ウ
イ
ル
ス
は
防
げ
ま

す
。

　

感
染
予
防
の
た
め
の
除
菌
マ

ニ
ュ
ア
ル
、感
染
者
が
出
た
と
き

の
緊
急
除
菌
マ
ニ
ュ
ア
ル
、感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
基
準
、避
難
所
で
の
感
染
者
隔

離
と
除
菌
マ
ニ
ュ
ア
ル
。除
菌
に

必
要
な
資
材
の
備
蓄
を
大
寒
波
、

猛
吹
雪
、猛
暑
、停
電
、大
地
震
、

大
津
波
の
シ
ビ
ア
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
想
定
し
て
く
だ

さ
い
。

　

10
年
目
の
今
年
、あ
の
映
像
を

観
て
な
お
備
え
る
こ
と
を
し
な

い
の
な
ら
ば
、日
本
に
は
危
機
管

理
と
い
う
言
葉
も
組
織
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

い
ま
や
れ
る
事
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。国
民
の
健
康
と
命
を

守
る
た
め
に
危
機
管
理
の
観
点

か
ら
感
染
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と

し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全
国
で

開
始
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
一

年
近
く
か
け
て
全
国
民
が
接
種
す

る
大
事
業
で
す
。

　

変
異
株
へ
の
効
果
や
副
作
用
へ

の
恐
れ
な
ど
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
以
前
に
全
住
民
が
集
ま

り
行
列
す
る
と
い
う
過
去
一
年
間

に
な
か
っ
た
も
っ
と
も
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

特
に
一
年
間
外
出
を
避
け
て
い

た
高
齢
者
の
方
々
も
接
種
会
場
に

出
向
く
の
で
す
か
ら
徹
底
し
た
除

菌
と
対
策
が
必
要
で
す
。

　

入
り
口
で
除
菌
マ
ッ
ト
で
靴
を

拭
い
、会
場
内
は
大
型
の
除
菌
空

気
清
浄
機
を
配
備
し
、夏
場
の
熱

中
症
対
策
に
は
大
型
冷
風
扇
型
の

オ
ゾ
ン
発
生
器
も
活
躍
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
エ
ア

ロ
ゾ
ル
感
染
を
恐
れ
る
人
に
は
再

び
外
観
除
菌
し
て
帰
っ
て
も
ら
い

ま
す
。そ
の
溶
液
に
は
電
解
生
成

装
置
や
、生
成
パ
ウ
ダ
ー
を
希
釈

す
る
の
が
経
済
的
で
す
。

　

全
住
民
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い

陰
性
を
確
認
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
す
る
と
い
う
の
も
現
実
的

な
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｇ
Ｗ
に
成
人
式
を
挙
行
す

る
自
治
体
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

徹
底
除
菌
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰

性
を
確
認
す
る
こ
と
で
感
染
リ
ス

ク
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

靴底消毒 ! STOP ! 足踏みして下さい

BAZOOKA
大型超音波噴霧器

北海道大学名誉教授　
玉城 英彦　
（元WHOエイズ
世界対策本部課長） 次亜塩素酸水溶液

高圧噴霧器オゾン発生装置
次亜塩素酸水
空気清浄機光触媒空気清浄機

（2）日 本 除 菌 連 合 新 聞議連設立記念号 2021 年（令和 3 年）5 月 12 日（水曜日） 日 本 除 菌 連 合 新 聞議連設立記念号 2021 年（令和 3 年）5 月 12 日（水曜日）（3）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
引

き
こ
も
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
全

国
民
が
テ
レ
ビ
の
９
時
か
ら
６

時
ま
で
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
洗

脳
さ
れ
て
い
る
。ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
番
組
は
す
べ
て
洗
剤

メ
ー
カ
ー
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
バ

ブ
ル
ア
ワ
ー
と
呼
ば
れ
、こ
の

時
間
枠
は
洗
剤
と
ア
ル
コ
ー
ル

ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
除
菌
剤
や

空
気
清
浄
機
の
話
題
は
絶
対
に

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。

　

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
枠
も
全
て
大

手
広
告
代
理
店
に
抑
え
ら
れ
零

細
な
次
亜
塩
素
酸
水
メ
ー
カ
ー

等
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。専
門
家
と

称
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
結

局
は
ス
ポ
ン
サ
ー
に
配
慮
し
ア

ル
コ
ー
ル
手
洗
い
以
外
の
除
菌

に
つ
い
て
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
い

る
。制
作
側
は
当
然
ス
ポ
ン

サ
ー
に
忖
度
す
る
。

　

先
日
専
門
家
が
企
業
訪
問
し

て
感
染
対
策
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
い
う
企
画
で
は
窓
の
な
い
会

議
室
で
空
気
清
浄
機
を
使
い
た

い
と
企
業
側
が
問
う
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
感
染
症
学
会
の

専
門
家
は
コ
メ
ン
ト
す
ら
し
な

か
っ
た
。巨
大
ス
ポ
ン
サ
ー
の

利
益
の
た
め
に
日
本
の
感
染
防

止
の
除
菌
情
報
と
評
価
は
無
視

さ
れ
、封
殺
さ
れ
、捻
じ
曲
げ
ら

て
い
る
。

　

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
か
ら
し
か
情

報
収
集
し
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
政

府
が
ア
ル
コ
ー
ル
と
自
粛
以
外

に
何
の
情
報
も
入
ら
ず
に
そ
れ

以
外
の
除
菌
対
策
を
企
画
立
案

で
き
な
い
の
は
こ
う
い
う
理
由

も
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。国
家

の
非
常
事
態
で
あ
る
。メ
デ
ィ

ア
は
正
し
い
情
報
を
偏
ら
ず
に

流
す
こ
と
が
そ
の
使
命
で
あ

る
。感
染
対
策
を
徹
底
す
る
に

は
自
ら
正
し
い
情
報
を
集
め
、

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
聞
き
取
り
で
は
な
く
、

自
ら
の
判
断
で
対
策
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
は
、昨
年
の
４
月
に
次
亜
塩
素

酸
水
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
不

活
化
す
る
と
い
う
実
験
か
ら
、こ
の

課
題
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。本
日
は

次
亜
塩
素
酸
水
に
特
化
し
て
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。厚
生
労
働

省
が
次
亜
塩
素
酸
水
の
噴
霧
は
絶
対

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
根
拠
は
、

２
０
２
０
年
５
月
15
日
付
け
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。そ
こ
で
私
は
、こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
。そ
の
全
訳

は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ:

／

／
ｊ
ｉ
ａ-

ｊ
ｐ.

ｎ
ｅ
ｔ
／
ｅ
ｆ
ｆ

ｅ
ｃ
ｔ
／
）こ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
問
題
に
し
て
い
る
次
亜
塩
素

酸
水
と
は
塩
素
濃
度
が
５
，０
０
０

ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
る「
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
や
次
亜
塩
素
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
」の
よ
う
な
界
面
活
性
剤
の
こ
と

で
あ
っ
て
、日
本
で
有
効
利
用
さ
れ

て
い
る
２
０‐

２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
の
も

の
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中

で
、確
か
に
こ
の
界
面
活
性
剤
を
含

む
消
毒
薬
を
噴
霧
し
て
は
い
け
な
い

と
書
い
て
い
ま
す
。私
が
知
る
限
り
、

厚
労
省
は
こ
の「
噴
霧
は
推
奨
し
な

い
」と
い
う
一
文
だ
け
を
引
用
し
、こ

れ
を
根
拠
に
書
か
れ
て
い
な
い
も
の

を
噴
霧
し
て
は
い
け
な
い
と
今
で
も

言
い
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
れ
は
明
ら
か
に
ア
ン
フ
ェ
ア

で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
の
レ
タ
ー
の
や
り
と
り

で
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
日
本
の
次
亜
塩
素

酸
水
の
こ
と
に
つ
い
て
は
初
耳
で
驚

く
と
共
に
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
今
後
検

証
を
行
っ
て
、ガ
イ
ダ
ン
ス
の
修
正

を
行
っ
て
も
よ
い
。そ
の
検
証
実
験

を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
力
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ロ

ン
ド
ン
大
学
に
依
頼
し
て
い
る
、と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
厚
労
省
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る

取
組
と
い
う
か
姿
勢
に
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
過
去
は
と
も
か
く
、次

亜
塩
素
酸
水
の
有
効
利
用
に
対
し
て

よ
り
積
極
的
で
、実
際
に
実
証
実
験

を
指
導
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、厚
労

省
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。ま
っ
た
く

後
ろ
向
き
で
す
。

　

今
、厚
労
省
が
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、次
亜
塩
素
酸
水
に

対
し
て「
Ｎ
Ｏ
」で
は
な
く
、こ
の
感

染
症
対
策
に
対
し
て
成
す
す
べ
が
な

い
現
状
を
鑑
み
、次
亜
塩
素
酸
水
の

活
用
を
積
極
的
に
推
奨
し
、そ
の
間

に
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
日
本
の
研
究
者
な
ど

と
協
力
し
て
、実
証
実
験
に
て
そ
の

有
効
性
と
安
全
性
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
べ
き
で
す
。

　

不
可
逆
的
な
健
康
被
害
が
予
想
さ

れ
る
時
に
は（
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
）、ま
ず
は
積

極
的
に
予
防
的
措
置
を
行
う
と
い

う
、つ
ま
り「
予
防
原
則
」で
す
。予
防

措
置
を
し
な
い
ま
ま
原
因
究
明
を

行
っ
て
い
る
間
に
、多
く
の
命
が
失

わ
れ
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。水
俣
病
も
し
か
り
。産
褥
熱

の
場
合
も
し
か
り
で
す
。薬
害
エ
イ

ズ
も
そ
の
一
例
で
す
。

　

新
し
い
概
念
を
受
け
入
れ
る
に
は

「
勇
気
」が
要
り
ま
す
。し
か
し
現
状

は
も
う「
躊
躇
」し
て
は
お
れ
ま
せ

ん
。厚
労
省
は「
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
反

射
」、つ
ま
り
新
し
い
概
念
を
受
け
入

れ
よ
う
と
し
な
い
体
制
か
ら
脱
却
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
政
治
が
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。日
本

の
た
め
に
、そ
し
て
世
界
の
た
め
に
、

先
生
方
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し

て
、私
か
ら
の
発
言
と
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
の

武
漢
市
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、そ
の
後
急
速
に
世
界
中
に

拡
大
し
、発
生
か
ら
３
ヶ
月
後

に
は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
流

行
）に
至
っ
た
と
の
認
識
を
示

し
た
。日
本
で
は
、ワ
ク
チ
ン
の

普
及
が
滞
る
な
か
、国
民
に
対

し
て
従
来
の
予
防
策
で
あ
る
換

気
、手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、マ
ス
ク
着
用
、三
密
回
避
、

自
粛
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
防
衛
的

な
措
置
だ
け
で
は
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
室
内
空
間

で
は
十
分
な
対
策
と
は
言
え
な

い
。実
際
、日
本
で
最
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年
以

上
も
経
過
し
た
本
年
５
月
を
迎

え
て
も
感
染
拡
大
の
阻
止
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

■
空
間
微
生
物
の
制
御

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前

に
控
え
、医
療
施
設
の
逼
迫
が

再
び
危
惧
さ
れ
る
な
か
、今
ま

さ
に
感
染
を
防
止
す
る
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。微
生
物
制
御
の
視
点

か
ら
言
え
ば
、退
治
す
べ
き
ウ

イ
ル
ス
が
試
験
管
の
中
に
存
在

す
る
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、不

活
化
方
法
の
選
択
肢
は
数
多
く

あ
る
。し
か
し
、人
が
行
動
す
る

有
人
空
間
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス

が
広
く
拡
散
し
、何
処
に
存
在

す
る
の
か
特
定
で
き
な
い
場
合

は
、適
用
で
き
る
不
活
化
方
法

は
限
定
さ
れ
る
。つ
ま
り
、ヒ
ト

へ
の
安
全
性
と
不
活
化
効
果
の

有
効
性
を
兼
ね
た
空
間
微
生
物

の
制
御
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
目
的
を
実
現
す
る
一
つ

の
方
法
が
、希
薄
な
次
亜
塩
素

酸
水
溶
液（
１
０
〜
１
０
０ 

ｍ

ｇ
／
Ｌ
）を
用
い
た
超
音
波
霧

化
噴
霧
や
通
風
気
化
式
空
間
噴

霧
で
あ
る
。す
で
に
多
く
の
学

術
・
応
用
研
究
が
日
本
を
中
心

に
行
わ
れ
て
お
り
、約
２
０
年

前
か
ら
各
施
設
に
普
及
し
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
に
役
立
っ
て
き

た
。

　

で
は
、「
次
亜
塩
素
酸
」と
は

一
体
ど
う
い
う
物
質
な
の
か
。

次
亜
塩
素
酸
は
、１
８
０
０
年

代
の
半
ば
か
ら
使
用
さ
れ
て
き

た
消
毒
剤
で
あ
り
、塩
素
消
毒

の
活
性
因
子
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。次
亜
塩
素
酸（
Ｈ
Ｏ
Ｃ

ｌ
）は
塩
素
ガ
ス
を
水
に
溶
解

す
る
こ
と
で
生
成
す
る
物
質
で

あ
り
、極
低
濃
度
で
あ
り
な
が

ら
多
く
の
病
原
菌
や
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
速
効
的
な
不
活
化
効

果
を
持
つ
こ
と
が
特
長
で
あ

る
。

　

塩
素
消
毒
の
代
表
例
は
、水

道
水
の
消
毒
で
あ
り
、１
０
０

年
の
実
績
が
あ
る
。日
本
は
、水

道
栓
ま
で
消
毒
効
果
を
維
持

（
残
留
塩
素:

０
．１
〜
１
．０ 

ｍ
ｇ
／
Ｌ
）す
る
こ
と
を
法
制

化
し
て
い
る
世
界
唯
一
の
国
で

あ
る
。水
道
水
の
塩
素
消
毒
に

用
い
ら
れ
る
全
塩
素
量
の
う

ち
、液
体
塩
素（
水
溶
液
中
で
次

亜
塩
素
酸
に
変
換
）は
３
％
程

度
、残
り
の
９
７
％
は
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
。残

留
塩
素
の
正
体
こ
そ
次
亜
塩
素

酸
で
あ
り
、我
々
は
極
め
て
薄

い
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
を
飲
料

水
と
し
て
生
活
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

次
亜
塩
素
酸
水
溶
液（
酸
性

〜
ア
ル
カ
リ
性
）は
様
々
な
産

業
で
長
年
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

食
品
工
場
で
は
設
備
・
機
器

や
食
材
の
洗
浄
・
殺
菌
に
、農

業
で
は
特
定
農
薬（
電
解
次
亜

塩
素
酸
水
）と
し
て
野
菜
や
果

へ
の
散
布
に
、水
畜
産
業
で
は

海
水
の
殺
菌
、畜
・
鶏
舎
お
よ

び
畜
・
鶏
体
の
消
毒
と
脱
臭
、

種
卵
の
消
毒
、鶏
の
飲
料
水
、そ

し
て
遊
泳
用
プ
ー
ル
水
の
殺
菌

（
残
留
塩
素
：
０
．４
〜
１
．０ 

ｍ
ｇ
／
Ｌ
）な
ど
に
汎
用
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

■
空
間
噴
霧
の
効
果
と
安
全
性

　

次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
の
空
間

噴
霧
は
、処
理
対
象
を「
モ
ノ
」

か
ら「
空
間
」へ
と
広
げ
た
技
術

で
あ
る
。そ
の
特
長
は
、表
面
を

濡
ら
す
こ
と
な
く
、手
間
を
か

け
ず
に
除
菌
が
行
え
る
点
に
あ

る
。超
音
波
霧
化
方
式
で
は
、噴

霧
し
た
微
細
粒
子
か
ら
次
亜
塩

素
酸
が
揮
発
し
、気
体
状
次
亜

塩
素
酸
と
し
て
机
の
足
元
か
ら

天
井
ま
で
室
内
に
拡
散
し
て
作

用
す
る
。

　

通
風
気
化
方
式
で
は
、室
内

空
気
を
装
置
内
に
吸
引
し
て
次

亜
塩
素
酸
水
溶
液
を
含
浸
さ
せ

た
気
液
接
触
部
材
と
接
触
さ
せ

て
酸
化
処
理
し
た
後
、処
理
空

気
と
と
も
に
気
体
状
次
亜
塩
素

酸
が
室
内
に
放
出
さ
れ
る
。両

方
式
に
お
け
る
気
体
状
次
亜
塩

素
酸
の
濃
度
は
、稼
働
条
件
に

よ
っ
て
も
異
な
る
が
１
０
〜
３

０ 

ｐ
ｐ
ｂ
の
範
囲
に
あ
り
、労

働
安
全
衛
生
法
の
環
境
基
準

（
５
０
０ 

ｐ
ｐ
ｂ
）よ
り
も
一

桁
も
低
い
濃
度
に
と
ど
ま
る
。

　

一
方
、浮
遊
す
る
超
音
波
微

細
粒
子
の
次
亜
塩
素
酸
濃
度
は

大
き
く
減
少
し
、ｐ
Ｈ
も
中
性

寄
り
に
変
化
す
る
な
ど
、原
液

の
水
溶
液
の
液
性
と
比
較
す
る

と
さ
ら
に
穏
和
な
液
性
と
な

る
。

　

超
音
波
微
細
粒
子
お
よ
び
気

体
状
次
亜
塩
素
酸
の
安
全
性
お

よ
び
有
効
性
は
、実
験
動
物
を

用
い
た
眼
刺
激
試
験
や
吸
入
毒

性
試
験
な
ど
数
多
く
の
試
験
項

目
や
、各
種
の
ウ
イ
ル
ス
、細

菌
、カ
ビ
胞
子
に
対
す
る
不
活

化
効
果
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　

昨
年
、次
亜
塩
素
酸
水
溶
液

の
空
間
噴
霧
に
対
す
る
情
報
は

錯
綜
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

実
際
に
自
ら
実
験
し
、そ
の

実
験
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
コ
メ

ン
ト
し
た
学
者
や
有
識
者
は
皆

無
に
等
し
い
。十
分
な
調
査
・

検
証
も
な
く
、各
省
庁
や
行
政

機
関
か
ら
繰
り
返
し
出
さ
れ
た

「
噴
霧
は
推
奨
し
な
い
」の
連
絡

文
書
も
然
り
で
あ
る
。次
亜
塩

素
酸
水
溶
液
の
関
連
企
業
は
、

専
門
書
や
資
料
の
読
み
か
じ

り
、聞
き
か
じ
り
の
知
見
を
基

に
情
報
発
信
が
な
さ
れ
る
こ
と

の
危
険
性
を
実
感
す
る
一
年
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

室
内
空
間
の
ウ
イ
ル
ス
の
不

活
化
に
お
い
て
は
、先
ず
は
次

亜
塩
素
酸
の
作
用
機
序
お
よ
び

安
全
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
、そ
の
上
で
ど
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
活
用
す
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。す
な

わ
ち
、次
亜
塩
素
酸
の
利
用
技

術
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
と
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
融
合
が
不
可
欠

な
の
で
あ
る
。

　

次
亜
塩
素
酸
の
空
間
噴
霧

は
、従
来
の
防
衛
的
対
策
と
の

組
み
合
わ
せ
が
可
能
な
微
生
物

制
御
技
術
の
一
つ
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。
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バ
ブ
ル
ア
ワ
ー
の
真
実「
な
ぜ
洗
剤
と
ア
ル
コ
ー
ル
以
外
が
評
価
さ
れ
な
い
か
」 Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
試
験
に
つ
い
て
日
本
除
菌
連
合

総
会
ス
ピ
ー
チ
よ
り


